
食料システムサミット（FSS : Food Systems Summit）へのコミットメント

マルハニチロ（株）は、全ての持続可能な開発目標の達成に向け、持続可能な食料システムへ
の変革のための具体的な行動を推進するために開催されるFSSへの支持を表明します。
当社は、持続的な食料システム、特に「自然に対してポジティブな生産を十分な規模で促進」
に貢献するため、持続可能な水産資源の利用を推進していきます。

【具体的な取組・目標(コミットメント)】
「完全養殖技術の開発に注力」
民間企業として初めて完全養殖に成功し、商業化を行っているクロマグロは、国
立研究開発法人水産研究・教育機構と育種改良のための基盤・応用技術の開発に
共同して取り組みます。また、ブリについては、2020年度に人工孵化ブリを出荷
し、2022年度には完全養殖ブリとして販売開始する予定です。
今後も、完全養殖技術の開発に注力し、持続可能な水産資源の利用に貢献します。

「持続可能な漁業・養殖認証取得水産物の取扱いの推進」
2021年4月現在、認証取得魚種は合計40種と2020年同時期
比で5種増加させています。今後も、持続可能な漁業・養
殖認証魚種の取扱いを推進し、持続可能な水産物の供給に
貢献します。

【関連情報】
サステナビリティ中期経営計画について https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/sustainability/environment/maintenance/
ニュースリリース https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/news_center/news_topics/2021/03/30.html
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